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仏教ブームについて 
僧侶による一般向けの取り組み・イベントに関する 2012 年の調査から 
 
堀江宗正・聖心女子大学比較文化宗教学ゼミ生 
 
はじめに 
	 現在の日本には、「坊主バー」「寺カフェ」など、僧侶が関わっているが寺院の枠を超え
たさまざまな施設や店舗やイベントがある。寺院そのものも個性豊かなイベントを続々と
開いている。これに対応するかのように、2012 年にはテレビなどのマスメディアで「仏教
ブーム」「坊主ブーム」が到来したという報道がなされた。出版業界においても従来から出
ている仏像に関する本を一歩踏み越え、その視線を僧侶に注いだかのような『美坊主図鑑』
（日本美坊主愛好会 2012）が一万八千部を超える売り上げを記録した（大来 2013）。他に
も若いユニークな僧侶個人に特化した本などが出版されている。 
	 これらは主に 20～30 代の女性がターゲットとされており、彼女たちが仏教、僧侶に対
して癒しを求める傾向があるとされている。このような傾向を踏まえて、わたしたち聖心
女子大学比較文化宗教学ゼミ（指導教員＝堀江宗正准教授）は、僧侶たちによる新しい形
態のイベント・店舗、加えてそこに参加する人々の両方に注目し、フィールドワーク、イ
ンタビュー、アンケートによる調査をおこなった。 
	 結果として、僧侶たちが葬式仏教からの脱却を目指しているのに、受け手の方は葬式仏
教を必ずしも否定的に見ていないこと、また現世利益や直接的な問題解決よりも生き方の
指針を僧侶に求めており、僧侶の側はカウンセラー的態度でこれらの人々に接していると
いうこと、それが震災後の人々の不安を癒すものであること、現世利益型のスピリチュア
ル・ブームと違いコミュニケーション重視であること、伝統回帰であるが、私事化された
伝統回帰であること、既成宗教のスピリチュアリティ化の一環であることが明らかになっ
た。 
	 なお、私たちは仏教を信仰しているわけではない。このような現象をひとつの社会現象、
あるいは文化現象としてとらえ、その特徴、および社会的、歴史的な位置づけを明確化す
ることを目的としている。これに関与している仏教者を宣伝する意図も、非難する意図も
なく、学術的に研究することを目的しているということを、あらかじめ断っておきたい。 
 
＊文責について 
	 報告書内の執筆分担者はそれぞれの節の末尾に括弧書きで記す。全体として、担当教員
である堀江が最終的なチェックと手直しをしたものとなっている。 
 
＊	 「坊主」という言葉について 
	 「坊主」という言葉は侮蔑的に用いられることがあり、外部の人間が僧侶を指す際に用
いるのが不適切な場合もある。ここでは僧侶が自称として用いる場合に限って使う。 
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序論 
問題の背景──僧侶たちの新しい取り組み 
	 仏教に親しむ人々が増加している。このような傾向の発端として挙げられるのが、2009
年ごろから起こった「仏像ブーム」だ。これは主に 20～30 代の女性たちが仏像を「イケ
てる」「イケメン」としてさまざまな仏像を鑑賞してめぐる流行現象である。この「仏像ブ
ーム」を象徴する出来事として、2009 年に東京国立博物館で開催された「阿修羅展」に
100 万人以上が来場したことが挙げられるだろう。ここでは、彼女たちの興味は仏教の教
えよりも仏像の見た目に大きく傾いている（みうら 2010）。 
	 上記の流れを受け、近年 30 代前後の女性たちが個性的な僧侶たちに関心を示すように
なった。このような傾向の背景にはまず僧侶たちがおこなってきた数々の革新的な取り組
みがある。現役の僧侶が経営するバー「坊主バー」（大阪 1992～2008、その他）や、寺の
ヨガ教室（寺ヨガ）やカフェとしての開放、若手僧侶らによるフリーペーパー（『フリース
タイルな僧侶たちのフリーマガジン』（2009〜）の発行や音楽活動・お笑い活動など、彼
らの取り組みの内容は幅広い（彼岸寺 2013）。このような僧侶たちの取り組みを受け、30
代前後の女性を中心に寺巡りや座禅・滝業などを楽しむサークル活動が展開されたり（丸
の内はんにゃ会 2013）、仏教関連のコミックが多数連載されたりといった動きがみられる
ようになった。最近になると、酒や軽食をつまみながら僧侶たちと語り合うイベント「僧
職男子に癒されナイト」（僧職男子に癒されナイト 2013）の開催や、40 人の若手僧侶のプ
ロフィールと信条が掲載された『美坊主図鑑』（東京美坊主愛好会 2012）の発売など、僧
侶たちの取り組みとそれへの関心はますます高まりを見せている。 
	 このような傾向は、仏像に美術的価値を見出す「仏像ブーム」よりも一歩踏み込んだも
のである。入り口は魅力的な僧侶や面白そうなイベントだとしても、仏教そのものへの関
心が高まっている可能性はある。日本人の多くはもともと仏教に信頼感や安心感を持って
いる。僧侶に対しては「何を話しても受け止めてくれる、思いや悩みを共感してくれる」
というイメージをいだいている。それを背景として、カフェやイベントでの交流に足を運
ぶ。そして「僧侶も普通の人間」だと感じ、親近感を持つに至る。いっぽう僧侶たちの方
は、これを機会に、敷居が高いという仏教のイメージを払拭し、気軽に頼ってもらいたい
という思いがあり、積極的に取り組んでいる。 
	 このような「仏教ブーム」の社会的背景は何だろうか。すでにニュース記事などで指摘
されている要因としては、景気低迷や自然災害による現代人の不安・悩みの増大、若手僧
侶の経歴・背景の多様化、ネットを介した信徒以外の人々への働きかけ、多彩な活動が同
時多発的に生まれていること、などが挙げられている（読売 2012）。 
	 以上を前提として、私たちは革新的な取り組みをおこなう僧侶たちと仏教に興味を示す
人々の思いに注目することで、現代日本において仏教がどのような状況にあるのかを考え
ていきたい。（福田） 
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先行研究『がんばれ仏教！』と本研究の目的──仏教ブームの生のデータの収集 
	 この共同研究で取り上げている対象は、2012 年に顕著となった「仏教ブーム」である。
これはあらためて定義するならば、「主に都市における伝統仏教の僧侶による非信徒対象の
新しい試みと、それへのマスメディアでの注目、それに参加する人々の増加」を指す。 
	 このような意味での「仏教ブーム」を客観的に扱った研究はそれほどない。先の「問題
の背景」でふれた書籍や記事は僧侶や愛好家やメディアによって書かれたものであり、ブ
ームを盛り上げることを意図して書かれている。それゆえ狭い意味での「先行研究」に数
えられない。その意味で、この共同研究はオリジナリティのある研究と言える。 
	 しかし、僧侶による信徒以外に向けた取り組みは、今日では「宗教の社会貢献」という
名の下に研究が進められている。上田紀行の『がんばれ仏教！──お寺ルネサンスの時代』
（2004）は僧侶による革新的な社会貢献への取り組みを多数取り上げており、ここで対象
としている僧侶の一般向けイベントも視野に入っている。 
	 上田は、覚者としての「仏」と、死者としての「ほとけ」と、人との出会い──縁起─
─のなかで苦悩に真正面から向き合う姿としての〈ホトケ〉とを分ける。日本仏教におい
て、「仏」と「ほとけ」は融合していたが、僧侶でさえ人が死後に「ほとけ」として極楽や
浄土へ向かうことを信じなくなっているという現状を指摘する。そして、「ほとけ」を信じ
ないまま葬式仏教をこなすようなあり方に飽き足らなくなった僧侶たちが、この時代にあ
った新たな〈ホトケ〉を探し求める動きを見せるという。彼らは、まずイベント僧になる。
そこで新たな人々に出会い、祭りとも言える様々なイベントを経過する。するとそれにも
飽き足りず、さらに遠く、より直接的に、苦悩を抱えた人に向き合おうとして、社会貢献
的な活動に向かうというのである（上田 2004: 252-274）。 
	 ゼミでは、この上田の文献を講読し、徹底的に疑問を出し合った。その結果、主に以下
のような疑問が出された。１）葬式仏教は本当に人々を救っていないのか（身のまわりで
は葬式や僧侶の話に慰められた経験を聞く。死の問題は重要ではないのか）。２）葬式仏教
を批判しているのはとくに浄土教系の僧侶に偏っていないか（下調べでイベント僧が浄土
教系に偏っていることもわかっている）。３）イベントに参加する人々が求めているのは直
接的な救済よりも心理的な癒しではないか（「僧職男子に癒されナイト」など）。４）社会
貢献の場合、物質的な意味で苦悩を解決することが目指されているようだが、仏教はむし
ろ苦悩を受容する面の方が強いのではないか。 
	 このような疑問をダイレクトに解くためには、量的・質的な個別の調査を必要とする。
しかし、この段階では、より全般的に僧侶たちによる開かれた一般向けのイベントを対象
とし、考えるための生のデータを集めることにしたい。より本格的な個別の調査研究は、
別の研究に譲りたい。しかし、フィールドワーク、インタビュー調査、そして一般の人を
対象としたアンケート調査を通じて、上記の問いにある程度の答えは与えられるものと期
待している。（堀江） 
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調査・研究の方法──フィールドワーク・インタビュー・アンケート 
	 僧侶への調査に当たっては、フィールドワークとインタビューの両方の方法を採用した。
フィールドワークでは、お店やイベントの邪魔にならないように普通の客・参加者として
その場を楽しみ、そこでおこなわれること、客層・参加者層、僧侶とのやり取りを観察し
た。 
	 そして後日、または僧侶の都合によりその場で、個別にインタビュー調査として話を伺
った（質問項目は後述）。 
	 調査地は東京と京都である。主なフィールドは東京であるが、京都を比較の対象として
選んだ。なぜなら、関東で仏教に興味のある人は、しばしば京都を訪れることがあるから
である。また、東京と京都の僧侶の感覚の違いなども見ることができればと考えたからで
ある。 
	 最終的にはインタビューの質問項目ごとに、知見をまとめ、考察をした。 
	 この結果を、聖心女子大学の大学祭である「聖心祭」にてゼミ発表という形で展示し、
発表した。その際、アンケートを配布し、仏教に関心のある来場者の意識を量的にも調査
することができた。 
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資料・仏教系カフェ／バーに関するインタビュー調査のお願い 
 
趣旨説明 
	 近年、「寺カフェ」や「坊主バー」など、寺院という枠を越えて誰もが気軽に仏教の教え
に親しむことのできる施設が増加し、メディアでも頻繁に取り上げられています。２０～
３０代の女性を中心に、多くの人々がこれらの施設をおとずれ、仏教の教えや僧侶個人に
対して癒しを求めているようです。 
	 このような傾向を前提として、革新的な取り組みを積極的に行う寺院と、このような取
り組みを受容し仏教の教えに親しみを感じている人々の両方に注目し、現代社会における
仏教の在り方を調査したいと考えております。 
	 今回の調査は、仏教にとどまらず、多数の文化・宗教が共生する今日の日本社会におけ
る宗教の在り方を考える上で必ず生かされることと思いますので、何とぞご協力のほど、
よろしくお願い申し上げます。 
（調査担当者：堀江宗正、鳥居栞、橋口綾、長谷瞳、福田由紀子、前田悠喜） 
 
【対象者】 
カフェ／バーのスタッフさん 
【質問内容】 
・動機：どうして始めたのか⇒きっかけ 
            －どうして始められたのですか、きっかけは何でしたか？ 
               （宗教的理由、経済的理由、エピソード） 
・目的：なんの為に始めたのか 
            －具体的になにか目的はありましたか？ 
・客層：お客様の性別、年齢など 
            －お客様の性別や年齢、職業など、客層にはどのような傾向がありますか？ 
                 （組み合わせなど） 
・ブームについて 
             －メディアでは「坊主ブーム」「仏教ブーム」について取り上げていますが、 
	 	 	 	 	 	 	 	 どのようにお考えでしょうか？また、この先「ブーム」は 
	 	 	 	 	 	 	 	 どのようになっていくと思われますか？ 
・お客様は‥ 
             －お客様は何を求めていると思われますか？ 
                 （お店に求めるもの、個人的動機）   
             －お客様の興味は仏教全体にあると思われますか？ 
	 	 	 	 	 	 	 	 それとも僧侶にあると思われますか？ 
                 （僧侶という属性に対してなのか、特定の僧侶に対してか） 
・お店を経営する中で‥ 
             －お店を経営される中で、やり甲斐や喜びを感じる瞬間はどんな時ですか？ 
	 	 	 	 	 	 	 	 逆に、苦労されたことや問題はありましたか？ 
           （ご自身の葛藤、宗派間、所属宗派からの批判、お客様に対しての懸念、など） 
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１	 東京での調査 
フィールドノート・四谷坊主バー 
	 2012 年 5 月 23 日と同年 10 月 17 日に東京四谷の坊主バー（新宿区荒木町、2000 年オ
ープン）に行き、フィールドワーク調査をおこなった。バーのスタッフは全てが僧侶であ
り、所属宗派は浄土真宗や曹洞宗、真言宗であった。 
	 店内はカウンター席（7 席ほど）とテーブル席（14 席ほど）があり、私たちはテーブル
席に座った。入ってすぐに本棚があり、仏教関係の書物の中に「美坊主図鑑」（日本美坊主
愛好会 2012）や「坊主 DAYS」（杜康潤 2009）や「寺ガール」（水沢めぐみ 2012）といっ
た漫画も置いてあった。おみくじも置いてあり、結びつけて願掛けをする紐も用意してあ
った。店の奥には小さいながらも本格的な仏檀があった。 
	 各テーブルには蓮の花をかたどった蝋燭立てに蝋燭が灯されてお
り、店内はやや暗く、落ち着いた雰囲気を出していた。 
	 メニューは経文風になっており、中身はドリンク中心でオリジナ
ルカクテルもあり、「極楽浄土」や「無間地獄」、「愛欲地獄」、「灼熱
地獄」など、仏教を意識した名前になっていた。例えば「愛欲地獄」
はトマトジュース、ウォッカ、タバスコを入れたカクテルであった。 
	 食事は肉を使わず、かわりに麸やこんにゃく、豆腐を使った「雷
こんにゃく」、「高野豆腐」などがあった。 
	 客層は両日とも女性８割、男性２割くらいであった。満席状
態が続き、外で待っている客もいた。とくに 10 月に訪れたと
きは、7 時の開店後 10 分ほどだったが、カウンターはすべて
20〜30 代の女性客で埋まっていた。開店前から表で待っていた
ものと推測される。しかし、団体というわけではなさそうで、
彼女たちは僧侶と直接話す機会の多いカウンターをとくに狙っ
ていたのだと思われる。 
	 5 月のときにカウンターに座っていた女性は、熱心に仏教の
話をしており、スタッフの僧侶とも親しげで常連客であるよう
だった。このことから、仏教そのものに深い興味を持っている
女性客も来店していることがわかった。テーブル客の中には僧
侶もいて、リラックスして飲食していた。ミーハーな「一見さ
ん」ばかりの店ではないという印象を持った。 
	 5 月に訪れたときは、8 時過ぎから「おつとめ」の時間になった。僧侶や客と共に経を
読み、法話を聞いた。法話の内容は時事にあったもので面白く（オウム真理教や震災、当
時の殺人事件など）、変に構えたり緊張したりせずにリラックスして聞けた。最終的には仏
教の教理に沿った結論に辿り着き、興味深く聞くことができた。 
	 客からの相談や質問の時間もあり、サラリーマンらしい男性が同僚についての相談をお
こない、それに対して僧侶だけでなく他の客の中からも意見があるなどアットホームな雰
囲気であった。終始暖かい雰囲気が漂い、居心地の良さを感じる空間であった。（橋口） 
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インタビュー・四谷坊主バー 
	 2012 年 10 月 17 日、四谷の坊主バーのオーナーである藤岡善信さん（浄土真宗本願寺
派の僧侶）に店内でインタビューをした。この日の客層は、前述の通りで、かなり早い時
間から、女性客がカウンターを占めていた。だが藤岡さんによると、普段の客層は男女同
じぐらいだという。ただ最近になって女性客が増えてきているとのことだった。 
	 始めたきっかけはお寺よりも敷居が低く、立ち寄りやすく相談など気軽におこなえる場
所を作りたいと思ったからだという。坊主バーには様々な宗派の僧侶がおり、インタビュ
ーした日には浄土真宗・真言宗の僧侶がいた。坊主バーを経営することに関して各自の所
属宗派から批判されることはないかという質問には、「そのようなことはない」という答え
だった。他宗派からも「表立って文句を言われることはない」とのことだった。 
	 むしろ苦労したのは周りの飲食店の中で浮いてしまうこと、注目されたためにある種の
やっかみのようなものがあることで、それについては「気にしない」ということであった。
逆に、やりがいとしては、お客さんに相談されて解決することができてすっきりした顔を
された時だという。メディアなどに取り上げられて、注目されていることもやりがいの一
つであるとのことだった。 
	 相談内容の傾向として、女性は人間関係や恋愛に関する相談が多く、男性は仕事や職場
の人間関係に関する相談が多いとのことだった。年長者からは相談という形で話をされる
ことはあまりないそうだ。相談に答える際には、仏教の教えをわかりやすく織り交ぜて説
くという。たとえば、女性の場合「出会いがない」
という相談が非常に多い。それに対しては、「もう
すでに出会っているのに気づいていないだけ」と
いう話をする。これは仏教の縁起の考えに基づく
答えである。すべてのものは原因と条件によって
発生している。「出会えない」という人でも、自分
一人だけで生きているのではなく、日々多くの人
に支えられ、多くの人と出会っている。それに気
づけるかどうかだという答えになるだろう。 
	 お客さんの興味は、僧侶だけにあるのではなく、仏教そのものにもあると感じていると
いう。客が実際に何を求めているのかはわからないという。これは一人一人の客に何をし
に来たかと聞くことはありえないので、当然といえば当然だろう。しかし、藤岡さんとし
ては、お寺よりも気軽に相談ができる場所を求めているのではないかと見ている。 
	 「仏教ブーム」といえるようなものが来ているかという質問に対しては、「事実そのよう
なものがある」と感じている。だが、波のような「ブーム」でなく、少しずつ増えてきて
いるという見方であった。したがって、「今がマックスである」ということだった。これは
徐々に関心が高まっているのだから、今後も「マックス」を更新し続けるということだろ
う。「現状に甘んじることなく、仏教をよりよく知ってもらい、普及させていきたい」との
ことだった。そのためにも藤岡さんは「これからも新しい道を切り開いていきたい」と話
してくれた。今までも坊主バーの他にバンド活動をおこなったり、メディアに積極的に登
場したりしてきた藤岡さんである。そのような発信を今後も展開していきたいということ
だろう。（長谷・堀江） 
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フィールドノート・僧職男子に癒されナイト 
	 2012 年 6 月 28 日、銀座の
モダンアート（中央区銀座）
にておこなわれた「僧職男子
に癒されナイト」に参加した
（2011 年 4 月からほぼ月例）。
これは、僧侶と共に料理やお
酒を食べ飲みしながら話をす
るイベントである。「草食男子」
を意識したネーミングであり、
「がつがつと欲望にとらわれ
ないが、無理して禁欲をして
いるのでもない」というイメージが
伝わってくる。 
	 イベントは 19 時に開始された。
建物は古く、モダンな造りで、静か
な雰囲気に満たされていたが「僧職
男子に癒されナイト」が開催される
部屋だけは賑わっていた。参加者は
30 人程であったが、部屋の大きさはおそらく 8〜9 畳程度で、参加人数に対して少し狭く
感じる空間であった。しかし、詰め込んで全員が入ることができた。参加者同士の距離は
きわめて近い。 
	 窓際には小さな仏檀があり、「おつとめ」の紙が配られ、その仏檀に向かって経を詠んだ
（三奉請、讃佛偈など）。部屋の片隅には料理が並べられており、肉を使っていない「なん
ちゃって精進料理」であるという説明があった。 
	 参加者は圧倒的に女性が多く、男性は３人のみであった。20 代後半から 40 代くらいま
での女性たちは、友人同士での参加が多かったのか、
初めからグループが出来上がっているように見えた。
このイベントの前回のことを話しているグループもあ
り、常連であるようだった。 
	 最初にしっかりとした浄土真宗形式のおつとめがあ
った。僧侶は出入りが多少あり、合計で 5 人ほどが入
ったが、みな真宗に属しているようである。関東近県
のあちこちに寺があり、個人的なつながりで来ている
ようだった。 
	 おつとめ後、料理を取りながら 3 つのグループに別
れ、各グループに僧侶が 1、2 人入り、車座で雑談す
る時間が与えられた。個人個人に気ままに質問したり
相談したりしていた。僧侶は自分の意見や仏の教えな
どを織り交ぜながら答えたり、アドバイスしたりして
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おり、カウンセリングしているような感じも
した。 
	 教員の堀江が参加したグループ（写真：ビ
ールを飲んでいる僧侶の隣が堀江）では、「お
坊さんと出会いたいですか」という僧侶（写
真とは別の僧侶）からの質問に、ほとんど全
員が手を上げていた。スピリチュアルな霊的
なことや密教に興味のある女性がいたが、僧
侶は「自分は霊感もないのでよくわからない
が、あまり現世利益的なものはどうかと思う」
という反応だった。参加者の多くは、途中か
ら仏教のなかでも「浄土真宗という宗派のお
坊さんたちなんだ」とわかると同時に、僧侶の説明から真宗に好感を持ったようだ。僧侶
は、宗派色を前面に押し出さないが、自分の宗派に強い誇りを感じているようだった。 
	 ツイッター、フェイスブックは「布教のために見逃せないツール」であり、そういう明
確な目的があるから、みんなやっている、という話が興味深かった。元は近くの築地本願
寺で修行した仲間から広がり、結果として、今は浄土真宗に固まっているという説明だっ
た。 
	 僧侶も普通にお酒を飲んでいた。前日も飲んだと
話している僧侶もおり、思っていたよりも普通の生
活をしているように思え、身近に感じられた。 
	 グループごとの雑談が終わると、「TARIKI	 
ECHO」という住職 2 人組のユニットによるレゲエ
調ダンス音楽のライブがおこなわれた。二人とも
Daft Punk を意識し、顔を大きなサンバイザーで隠
していた。バックトラックに乗せて二人が経を唱え
るという作りである。最後の曲はテンポが速く、か
け声に合わせて散華（さんげ：右下写真）を投げる
など、みなで楽しんだ。 
	 ライブが終わると一旦解散になり、帰る人もいれ
ば、さらに残って雑談する人もいた。後日、友人に
話すと「いいな」と言われた学生が多かった。キリ
スト教系大学であるのにもかかわらず、キリスト教
系のイベントに行くと「そこ大丈夫？」と聞かれる
ことがあることから、キリスト教よりも仏教
の方に、みなある程度の安心感を持っている
ということがわかった。 
（橋口・堀江） 
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インタビュー・神谷町オープンテラス（光明寺） 
	 2012 年 7 月 26 日、神谷町オープンテラス（2005 年 5 月オ
ープン）の店長・木原祐健さん（浄土真宗本願寺派光明寺衆
徒）にインタビューをした。木原さんは 1978 生まれで大学で
は社会学を専攻し、僧侶になって 3 年の若い僧侶である。 
	 オープンテラスは、光明寺の本堂の前と横を囲むように位置していた。ホームページに
よると（2013 年 3 月現在）、法要のない平日の 9 時から 17 時まで自由に利用でき、週 2
回、所定の時間に予約した人には「おもてなし」（お茶やお菓子）と「お話を伺う」（傾聴）
時間を設定する。私たちがインタビューを終えた頃はちょうどお昼時で、近くのオフィス
街で働いていると思われる 20 代～40 代の会社員風の人たちが昼食を食べていた。利用者
の 7 割は女性だった。女性は 1 人だけで来ている人もいれば 3、4 人のグループで来ている
人もいたが、男性はほぼ 1~2 人で利用していた。木原さんによると、昼休みにお弁当を食
べるためのスペースとして利用する人が多いそうである。男性のなかには一人で隠れ家的
に利用している人もいるという。 
	 オープンテラスを始めたのは布教のためではないという。自分自身も心ひかれたお寺の
景観と静かな雰囲気を、広くオフィス街の会社員にも味わってほしかったからだという。 
	 お寺カフェを始めたことで遠方に住んでいる古い門徒が 30 年ぶりに光明寺に来たこと
があり、そのようなときには歴史の重みとやりがいを感じると話してくれた。都心に位置
する光明寺の門徒は少なくなっているという。逆に苦労しているのは、現在現場に立てる
のは自分だけであるため、「おもてなし」や「お話を聴くこと」を週 5 回やってほしいとい
う要望にこたえられないことだという。 
	 利用者の興味は仏教にあるのか僧侶個人にあるのかという質問に関しては、もちろん仏
教や僧侶についての質問もあるが、それは少なく、単純にカフェ目的で利用する利用者や、
近所だから来ている人が多いということであった。 
	 一方、相談をする利用者が求めているものは何かという質問に関しては、「インスタント
に解決したいという悩み」は少なく、願望成就的なものも少ないということであった。木
原さんはアドバイスよりも傾聴に徹しているということを強調していた。最近は、震災に
よって、日常があっけなくなくなることに多くの人が気づき、「どう生きていけばいいのか、
亡くなった方のことをどう考えればいいのか」ということを異口同音に尋ねるという。こ
れには決まった答えがない。あくまで傾聴と共感に徹しているという。木原さんは、福島
の仮設住宅、避難所でも傾聴の実践をしたことがあるという。 
	 傾聴に重きがあるため、宗派や教義を前面に押し出すような接し方はしていないという。
もともと浄土真宗のお寺は、修行の場というよりも、仏様の話をともに聞く場であり、僧
侶は伝統的に門信徒とのコミュニケーションを重視してきた。坊主バーやオープンテラス
などコミュニケーション重視の取り組みに浄土真宗の僧侶が多く関わっているのは、そう
いうことが背景にあるのではないかという。 
	 仏教ブームについての考えを聞くと、ブームというよりも仏教の盛り上がりや停滞とい
った波は鎌倉時代から現在まで繰り返されていて、今回盛り上がっている仏教の波もいつ
か終わるだろう、という。しかし、上がり下がりに関わらず、人間の苦しみは変わらない
ので、いつの時代も対応していきたいということであった。（鳥居・堀江） 
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インタビュー・中野坊主バー 
	 2012 年 8 月 27 日、中野坊主バー（東京都中野区、2004 年オープン）の店主・釈源光
さん （浄土真宗大谷派） にインタビューをした。釈さんは、サラリーマンを営んでおり、
リストラ後、坊主バーを始めるために僧籍をとったという。大阪の坊主バーの 8 代目マス
ターになったのち、中野に坊主バーを立ち上げたのが始まりということだ。中野坊主バー
では、不良少年をスタッフとして雇い社会復帰をさせたり、坂口安吾を語る会などのイベ
ントを開いたりしている。客層は老若男女と幅広いが、平均的にみると「29 歳」だそうで、
男性が多いという。利用者の中に仏教ブームにのってくるような人はあまり見られず、仏
教信者だけでなくキリスト教、神道といった他宗派の信者や関係者も来店することがある。
坊主バーなど新しい取り組みをおこなうにあたって、浄土真宗、真言宗は積極的だが、他
の宗派は少し固いというように、宗派によって違いが見られるとのことであった。利用者
の興味は仏教と僧侶のどちらにあるかと聞いたところ、「どちらもあると思う」とのことで
あった。店内を見渡したところ、カウンター席が 4、5 席程と、大きなソファー1 つと、決
して広くない。四谷坊主バーに比べると、店内に宗教色はあまり見られず、店主自身もお
寺ではできないことをしたいという意思があり、宗教色を出
さないようにしているようだった。また、店内には声優や漫
画家のサインが数多く飾られ、中野特有のサブカルチャーの
雰囲気を感じさせた。 
坊主バーを始めたきっかけを聞いたところ、もともと親鸞
は葬式が好きではなかったため、「仏教＝葬式仏教」、重い、
暗い、じめじめしているという既存のイメージを壊し、本来
の親鸞の教えに近づけたいとのことであった。同時に、坊主
バーは、普段言えない政治などについて自由に話すことがで
きる場であり、そのような逸脱を日常化するための一つの試
みだという。そのなかで、仏教再興という無言のメッセージ
をこめて日々経営しているとのことだった。 
利用者との対話に関しては、先ほど述べたように会社や日常生活で言えない政治的見解
が中心で、宗教に関する話はほぼ含まれない、という。店主に相談事をする利用者もおり、
宗教について話す場というよりは、ごく普通のバーに近い感じがした。また何か宗教らし
さはあるか、と聞くと、バーの下に仏檀があったり、相談事を受けるときに説法を少し交
えて話しをしたりする程度だという話だった。バーを経営する中でのやりがいとして、若
い利用者が相談事をしてくることが多く、お礼状などでお礼を言われることだという。そ
の反面、大変なこととしては、景気が悪く赤字である等の財政問題、お酒がはいり、熱く
なって、討論から喧嘩になったり、暴れたりする人がいるという問題などがあげられた。 
最後に今後の仏教ブームの展開について尋ねると、現在は、出版で宗教系の本を出せば
間違いないと言われるほど出版業界でもブームとなっているが、今後も続くかは微妙だと
のことであった。理由としては、若者の信者が多いのはどちらかと言えば「新宗教」であ
り、伝統的仏教の信者は高齢者が多いということがあげられた。しかし、仏教ブームなど
に関係なく、とにかく既存の仏教のイメージを元に戻し、人々に仏教の本来の姿を理解し
てもらいたいという強い意志が、お話から伝わってきた。（前田） 
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２	 京都での調査 
フィールドノート・毘沙門堂勝林寺 
	 9 月 17 日～9 月 19 日までゼミ生全員で京都に調査のため合宿をおこなった。これは観
光客を集める京都の仏教とそうではない東京の仏教との違いを見るためである。 
	 初日の 9 月 17 日は、京都にある東福寺の塔頭（大寺院の小庵を意味する）である毘沙
門堂勝林寺（京都市東条区）にて座禅と写経を体験した。宗派は東福寺と同様、臨済宗で
ある。勝林寺を選んだのは、スケジュールと地理的な要因による。ここでは、普段仏教的
な修行に触れていない学生が、一般の観光客・参拝客として参加することによって、どの
ような印象を受けるかを振り返ることを主眼としている。 
	 座禅参加者は 30 名程度で、男女比は半々ぐらいであった。教員である堀江の経験上、
参禅会の男女比は、これまで見てきたようなイベントに比べると、相対的に男性の率が上
がる。座禅に関する簡単な説明が記されたリーフレットが配られ、それに沿って足の組み
方や印についての説明が住職からなされた。座禅は二回に分けておこなわれ、一回目は 15
分、二回目は 20 分と、通常の座禅より短めであった。集中力が途切れた者は、自ら頭を
下げ、前方から警策を受ける。軽快な音が響いたが、終わったあと、実際よりもかなり弱
く叩いているという説明があった。足を崩しお茶を頂きながら座相（特に重心について）
や法界定印（両手の組み方）の崩れ方によって心の乱れがわかるという説法を伺った。 
	 写経体験は座禅体験よりも参加人数が減り、私たちをのぞくと数名の女性参加者だけで
あった。席にはすでに般若心経の手本と半紙が置かれてあった。始める前に住職から般若
心経についての一般的な説法があり、全員で般若心経を唱和した。そして、手にお香をふ
りかけ、清めるという所作をおこなった。部屋からはきれいな庭園が見え、静まりかえっ
たなかで写経をしていると、みな心が無になったという感想を持った。教員の堀江は書く
のに時間がかかったので、早く終わった学生は縁側から庭園を鑑賞した。写経中は住職が
おらず、終えると現れ、写し終えた半紙を本堂まで持っていき、奉納した。その際、本尊
の毘沙門天に関する縁起を聞いた。その後、きれいな器で抹茶と茶菓子を頂いて写経体験
は終了となった。座禅・写経の受付をおこなった場所では、参拝者向けにお札やお守りが
置かれていた。女性向けと思われる可愛らしいデザインのお守りや、ムカデをかたどった
虫よけのお札が特徴的であった。 
	 寺自体の建立は平安時代にさかのぼるが、若い
住職の話によると、この毘沙門堂を一般公開し
たのは数年前からだという。小さいお堂であ
り、彼が中心となって意欲的に一般の観光
客・参拝客のために工夫を凝らして、座禅会
を初心者向けにアレンジしたり、女性が気に
入りそうなお守りを用意したりしたようである。
東京の寺院、座禅会と比べると、拝観料をとり（800
円）、座禅体験も料金がかかり（1000 円お茶込み）、より観光化していると感じた。また、
祈祷もあり、護符・お守りも充実しており、これまで見てきたなかではもっとも現世利益
に力を入れている場所だと感じた（長谷・堀江）。 
 15 
フィールドノート・西本願寺（宿坊と朝のお勤め） 
私たちは、9 月 17 日から 19 日にかけて京都・西本願寺（京都市下京区堀川通花屋町）
の真横にある宿坊｢本願寺 聞法会館｣に宿泊した。本願寺の宿坊だが、ホテルのような内装
で宗教色はあまり感じられなかった。 
しかし、部屋には本願寺出版社の｢大乗｣や仏教婦人会総連盟の｢めぐみ｣が置かれており
（持ち出し自由）、普通のホテルとは違うことがわかった。｢大乗｣は A5 版の門信徒が購読
するような月刊雑誌で、｢めぐみ｣は A5 版の女性の門信徒向けの機関誌である。また、テ
レビでは、普通の放送局の番組以外に、本願寺境内自主放送網の番組が流れていた。内容
は宗教的なものとは限らず、建築物に使われているものの製造現場などを美しい映像で紹
介するドキュメンタリー調のものもあった。地下の食堂横の売店では、数珠や仏教系の本
や仏具が販売されており、他にも仏教を意識させる様々な商品が置かれていた。本願寺限
定のご当地キティグッズもあった。 
9 月 18 日、朝 6 時から西本願寺で毎朝おこなわれている朝のお勤めに参加した。まず朝
6 時に阿弥陀堂に各自集合した。早朝にもかかわらず何人もの人が訪れていた。 
	 朝のお勤めには多くの僧侶が参加しており、見ただけで 20 名は
いたように思える。その中には女性の姿も見られた。また、修行僧
と思われる見習いの学生の姿も見られた。僧侶以外の参加者は、年
配の方が少し多めだが、老若男女で、30 名ほどの人がいた。熱心と
思われる輪袈裟（首にかけ、胸に垂らす輪状の袈裟）を着用した高
齢の信者の方が 5 名ほど前のほうで参加していた。そのうちの一人
の男性は、唱和の合間にも低い声で念仏を繰り返し唱えていた。多
くの人は後ろのほうで参加していた。お勤めが始まると｢讃仏偈｣（仏
の功徳を誉め讃えた韻文）を全員で唱えた。阿弥陀堂の中に経本が
置いてあり、借りることができるという工夫がされていた。唱える
際、熱心な信者の方は全て暗唱をしていたのが印象的だった。｢讃仏
偈｣を唱えたあと、御影堂
みえいどう
に移動した（宗祖の御影を安置する堂で阿
弥陀堂と並立される）。｢正信偈｣（念仏を正しく信じることを述べる
韻文）、｢和讃｣（和語で仏の教法などを讃えた歌）を全員で唱えた。
御影堂にも経本が置かれており、ここでも借りることができた。｢正
信偈｣｢和讃｣を唱え終えると僧侶による説法があった。全て合わせて
お勤めは 1 時間ほどで終了した。お勤めの後、剃髪の儀式のような
ものがあり、年配の女性が 1 名参加していたのが印象的だった。 
	 お勤めが終わると、朝食を食べに宿坊の地下にある食堂に行った。
食事は京風の料理もあるビュッフェ形式のものだった。本願寺は浄
土真宗なので肉食は禁止されておらず、精進料理のような食事では
なかった。箸袋には食前のことばと食後のことばが印刷されており、
仏教色を感じることができた。（前田） 
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インタビュー・京都坊主バー 
	 9 月 18 日の午後、京都坊主バ （ー京都市中京区、2010
年オープン）店主・羽田高秀さん（浄土真宗本願寺派
光恩寺住職）にインタビューをした。羽田さんは光恩
寺を先代から引き継ぎ、それと同時に京都坊主バーと
システム開発会社（坊主バーの 2 階）の経営を兼務し
ている。店内は東京の坊主バーより広く、シンプルで
清潔感がありしゃれた雰囲気である。宗教色がなく、
店主も宗教色をなるべく抑え、一般のバーと変わりなく利用してほしいということであっ
た。 
	 昼間の訪問であり、客が入っているときの様子は見ていない。羽田さんによると客層は
20 代～30 代を中心に学生から 80 代までと幅広く男性が 6 割だが、目立った男女差はない
という。仏教ブームにのってきたような人はあまり見られないが、中には「仏像フェチ」
「坊主フェチ」を自称する女性も来店することがあるそうだ。キリスト教、ヒンドゥー教、
神道など他宗教の関係者も来店することがある。坊主バーをしているからといって、宗教
関係者から批判を受けることはとくにないという。 
坊主バーを始める前から、仏教関係のイベントを主催しており、ヨガや気功や様々な心
理系のセミナーにも参加していた。羽田さんは、「精神世界」、今でいえば「スピリチュア
ル」なものへの関心があった。以前から「お寺とは何か」と問い続けてきたが、精神世界
に関心を持つなかで、そもそも「宗教とは何か」という問いをいだくようになる。そのこ
ろ、東京の坊主バーやそれ以外のバーに行き、バーでお酒を作って客と話すのは楽しいし、
その中で何かを見出せるのではないかと考えた。 
利用者との対話は、日常会話に少し仏教の話が混ざる程度だという。悩み事を相談する
利用者もいるが、その内容はごく軽いものから深いものまで個人差が大きく、これにも男
女差は感じられないという。羽田さんの考えでは、カウンセラーと僧侶に明確な違いはな
いという。しかし男女ともに相談することができるのは 30～40 代までで、それ以上にな
ると「悩みを話す」という行為自体が恥と考えるため、相談することすらしないという。
それでは何か宗教らしさはあるか、とたずねたところ、浄土真宗の僧侶の有志で作ってい
る「月の言葉」と日替わりで店主がつくっている「今日の話」の 2 つを利用者に配ってい
るということであった。店の雰囲気も客との会話も悩みへの答え方もそれほど仏教色はな
いというのがこれまでの話だったが、これは十分に仏教的と言えるだろう。 
羽田さんはバーを経営する中でのやりがいとして、利用者の「おいしかった」「楽しか
った」「また来る」といった言葉をあげた。困難なことは資金繰り、時間の使い方だという。
忙しさからバーの経営自体をやめようと思ったことは何度もあったという。そのたびに「自
分がなぜこの世に居るのか」と自分に問いかけ、自分が僧侶であることや坊主バーを経営
していることには何か意味があるのだという結論に至るという。 
今後の仏教ブームの見通しを尋ねると「ブームはいらない」と明確な答えが返ってきた。
「ブーム」だと単なる消耗品で終わってしまうし、仏教の本質から外れていってしまうと
いうのが理由である。しかし、ブームを契機として、少しずつでも仏教により深く入って
きてくれる人が増えてくれればいいと期待しているという。（鳥居） 
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インタビュー・法然院 
	 2012 年 9 月 18 日の午前、法然院の住職、梶田真章さんにインタビューをした。 
法然院は京都左京区にある浄土宗系の寺院で、「法然院サンガ」という特徴的なモット
ーを持つ。これは、寺は開かれた共同体であるべきだという考えに基づき、コンサート・
個展・シンポジウムなど、さまざまな集いの場を境内で提供するというものである。この
モットーを実践する第 30 代住職の梶田さんは、1956 年生まれの行動派の僧侶として有名
だ（上田紀行の『がんばれ仏教！』でも取り上げられている）。彼の活動のひとつに 2012
年 3 月まで 8 年間放送されたラジオ番組「京都三条ボンズカフェ」があり、今回は主にこ
のラジオ番組に関する話題から、仏教ブームについての見解をうかがった。 
梶田さんがラジオのパーソナリティを始めたきっかけは、「僧侶も普通の人間だという
ことをわかってほしかった」というものである。この試みも、寺院を開かれた共同体にす
るための活動のひとつである。梶田さんは本来の寺とは、いろいろな人が集まって今現在
起こっている問題について見つめなおす場として機能すべきだと考えている。信徒向けの
法事の場であることで寺は維持されるが、それだけではいけない、と「葬式仏教」には批
判的な様子だった。 
「仏教ブーム」に関しては、現代においてそれぞれが追求する生きがいのひとつとして
仏教に関心が向いたのではないかと考えていた。「無縁社会」や「寺離れ」に対して、むし
ろ人々が個人として仏に向き合う時代が訪れたのではないかととらえていたのが新鮮であ
った。しかし、そもそも僧侶が身近な存在である京都において「ブーム」だと感じる瞬間
はあまりないようだ。ここから、「ブーム」が東京のマスコミ発信のものであることがうか
がえた。また、梶田さんは仏教ブームを一種の「まじないブーム」だと評している。宗教
は自分の在り方を問い直すものであり、欲望達成の手段として神仏を利用する「まじない」
とは別物だという。しかし、現代人は宗教とまじないを混同しており、この誤解を宗教者
が明らかにしなければいけない、とおっしゃっていた。 
梶田さんは、自分自身、外に開かれた革新的な取り組みを実践しながらも、人々が都合
よく神仏を利用するのではなく、自分を見つめ直す場所として、寺を機能させたいと思っ
ているようだ。「仏教ブーム」に対しては、やや否定的な考えをもっているようだったが、
仏と人が出会う入り口として、人と人が出会うということを大切にして、現代に順応する
取り組みを多数おこなっている。 
梶田さんの、「葬式仏教」批判、「まじ
ない」批判は、既成宗教化した仏教界へ
の批判であろう。本来の仏教はそれとは
違うという信念のもと、葬式仏教から見
たら「革新的」と思える取り組みを実践
しているのだが、彼にとってそれは原点
回帰という意味合いを持つ。伝統と革新
のどちらもおろそかにすることはない姿勢に好感をいだく現代人が多いのはうなずける。
しかし、彼のこのような姿勢は「法然院」という由緒や信徒にめぐまれている余裕のある
寺だからこそ持ち得るものなのではないかとも感じた。（福田） 
 18 
インタビュー・彌光庵 
	 2012 年 9 月 19 日、彌光庵（京都下京区、1995 年開庵）にて庵主の釋彌光（浄土真宗
大谷派の尼僧）さんにインタビューをした。彌光庵は、仏教の不殺生という考えに基づき
肉・魚を一切使わない料理を提供する飲食店である。釋さんのライフスタイルも自然志向
であり、化粧も避けているとのことだった。 
ホームページによると、もともとは寺で役僧を務めていたが「敷居の高いお寺で説教す
るより、同じ目線で人々と向き合って仏法を伝えたい」と思い、庵を開いたという。 
	 1 階席はカウンターのみ（8 席程）だが、2 階もあり、団体客はそこに通すという。イン
タビューをしたのは開店前であったので店内に曲はかかっていなかったが、普段はジャズ
を流しているという。店内の本棚には仏教関連の書物がぎっしりと詰まっており、閲覧は
自由ということだった。壁には「脱・原発」や「反戦」、などといったキーワードのものが
掲げられており、庵主の平和へのこだわりが垣間見られた（写真奥に見えるのは「核々死
か慈か」という文字の書かれた小さい横断幕）。ピアノやギターなど多数の楽器も置いてお
り、客とその場でセッションすることもあるという。外国人の客など言葉が通じないとき
でも音楽で通じ合うことができるとのことだった。 
	 客層は幅広く、老若男女関係なく訪れるが、ベ
ジタリアンの外国人も多く訪れるそうだ。スープ
などのだしにも鰹などは使わず、昆布や椎茸など
でだしをとっているので、ベジタリアンの客には
喜ばれるという。 
	 始めた動機は、「食」を通して「健康・環境」へ
の意識を高め、いのちの大切さを考えてもらうた
めだという。 
	 やりがいを感じるときは、庵を通して、社会的問題への取り組みが立ち上がった時だそ
うだ。具体的にはイラク戦争や原発事故などが起こった際に平和を祈る同志が集まり、問
題に向き合うために話し合い、デモなど実際の行動につながったという話が挙げられた。
逆に苦労したことを訪ねると特にないという返答であった。 
	 他宗派から批判などはなかったか訪ねると、雑誌や新聞にインタビュー記事が載ったと
き、禅宗の僧侶から「取材を受けたりしてチャラチャラしている」と言われたことがある
とのことだった。 
	 自分からは仏教の話などは振らずに、客から振られた時だけ話すというスタンスでやっ
てきているそうだ。仏教について詳しく知りたがる客などには仏教の本を読んでもらった
り、庵で月に 1 回開催されている「歎異抄」の勉強会へ参加してもらったりしたことがあ
る。それをきっかけに、客が僧侶になった例もあるという。押し付けはしないが、請われ
れば仏法は伝えたいという姿勢である。 
	 客との会話は悩み相談が多いという。うつ病の客もいて、とにかく話を聞くことが多い
そうだ。自殺をやめさせたこともあったという。 
	 仏教ブームについて思うところを訪ねると、こういったブームは定期的にきており、特
に大きな事件のあとには既存の仏教に回帰してくるという。しかしブームでは仏教の本質
は伝わらないということであった。（橋口） 
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３	 僧侶への調査の考察 
インタビュー調査のまとめ 
	 以上の調査のうち 6 つのインタビューの結果を表にまとめる。 
 
質問項目  四谷坊主バー（お勤め含
む） 
神谷町オープンテラス（光明寺：本
堂でお勤めもあり） 
中野坊主バー 
始 め た 動
機・目的  
お寺より気軽に立ち寄
れる場所を作りたかっ
た。 
 
オフィス街の会社員に静かな寺の
雰囲気を味わってほしい。布教第一
ではない。 
葬式仏教という暗
いイメージを払拭
したい。 
客層  男女同じくらいだった
が女性が増えてきた。 
会社員。20 代から 40 代。7 割が女
性。お昼にお弁当。 
老若男女、約平均
29 歳 
や り が い
を 感 じ る
とき  
お客さんのすっきりと
した表情。客の増加。 
お寺カフェをやることで古い方が
30 年ぶりに来たことがあった。 
若い人からの相
談、お礼状 
苦 労 し た
こと  
僧侶以外からの嫌がら
せ（目立っているため） 
週 5 回やってほしいという要望。し
かし現場に建てるのは自分だけ。 
赤字、客のトラブ
ル 
他 宗 派 と
の関係  
バーの僧侶は複数の宗
派出身で仲良し。他宗派
から文句を言われるこ
とはない。 
自分の宗派や教義を前面に押し出
さない。禅宗は座禅があるが、真宗
はコミュニケーション重視なので、
変わった取り組みが多いのでは。 
浄土真宗、真言宗
は新しい試みに積
極的。他の宗派は
ちょっと固い。 
客 の 興 味
は 仏 教 か
僧侶か  
両方ある。 両方あるが、数的に多いのはご近所
の方。またはカフェ目的も 
どちらもある。 
客 が 求 め
て い る も
の。  
悩み：男は仕事関係。女
は人間関係（親子・恋
愛）。 
あまりインスタントに解決したい
という悩みはない。現世利益的でな
い。アドバイスより傾聴に徹する。 
会社や日常生活で
言えない政治的見
解 
「 仏 教 ブ
ーム」につ
いて  
ブームの実感。バーの客
の入りは、直線的に増
加。今がマックス。 
ブームは鎌倉時代から繰り返され
ている。いつか終わる。しかし、人
間の苦しみにいつの時代も対応。 
出版業界のブー
ム。続くか疑問。
本来は高齢者が関
心を持つ。 
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京都坊主バー 彌光庵（レスト
ラン） 
法然院（住職がラジオ
のパーソナリティ） 
質問項目ごとの考察  
宗教とは何か、お
寺とは何かを模
索するなかで始
めた。 
食を通して、健
康・環境への意
識を高め、宗教
のイメージを
改善したい。 
坊主が何を考えてい
るのか、坊主も人間だ
と知ってもらいたか
った。 
仏教についてもっと知っ
てもらいたい。暗いイメー
ジ（葬式）、悪いイメージ
（オウム）を変えたい。オ
ープンな場所を作りたい。 
老若男女。多いの
は 20 代〜30 代。
男女比 4:6 
老若男女、外国
人のベジタリ
アン 
寺は女性。ラジオは男
女 
「老若男女」という答えが
出てくるが、比較すると女
性の方が多い。  
おいしかった、ま
た来ますという
客の言葉 
イラク戦争や
原発事故の際
に、仲間が集ま
り、行動 
リスナーが寺に来た
とき。現代人の悩みを
知ることができた。 
寺では出会えない人々に
出会え、相談をされ、現代
人の悩みを知り、解決もで
きた。  
資金繰り、時間の
使い方（兼業） 
苦労を感じな
い印象 
特になし。 共通点は乏しい。飲食業の
場合は兼業・資金繰りなど
現実的な苦労  
仏教以外の人も
来る。マスターや
スタッフは気功
やヨガ、カウンセ
リングなども吸
収している。 
禅宗の僧侶か
ら、取材を受
け、チャラチャ
ラしていると
言われたこと
がある。 
日蓮宗の僧侶とパー
ソナリティ。見解の多
様性を発信できた。宗
派は違っても仏にな
りたいという目標は
同じ 
他宗派には寛容。しかし、
自分の宗派の教義のバッ
クグラウンドを感じる語
り。客は宗派を意識してい
ないので、宗派色は強く出
さない。  
仏像フェチ、坊主
フェチも。仏教に
詳しい人あり。 
仏教の話は振
られない限り
しない。 
僧侶への興味は東京
のマスコミ発信のも
のでは？京都では僧
侶は身近 
東京は僧侶への興味だけ
でなく、仏教自体にも強い
興味がある。京都はもっと
自然に集まっている。  
バーとして活用。
30 代、40 代くら
いまでは悩み相
談も。 
基本は食事。悩
み相談もある。
鬱病の人も。芸
能人も 
ラジオは悩み相談あ
り。新しい環境への適
応に関する悩み（若い
人）。何でも思った通
りになるよう期待す
るから悩む。 
表面的な利用もあるが、悩
みを相談したいというニ
ーズは強い。普通の人生相
談。教義を前面に出さない
が、教義にもとづいて答え
ている。  
ブームは要らな
い。ブームになる
と消耗品になり、
本質から外れる。
しかし、縁にはな
る。 
ブームは定期
的に来る。大き
事件のあとに
回帰。だが本質
が伝わってい
ない。 
ブームは東京のマス
コミ発信。まじないブ
ーム。しかし欲望達成
は宗教ではない。 
仏教への関心は前から高
かった。メディア中心のブ
ームでは本質が伝わらな
い。だが、縁として利用し
たい。  
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インタビュー調査とフィールドワーク調査についての考察 
──表面的な興味と仏教の本質へのいざない 
寺院の外部に開かれた取り組みを僧侶たちが始める動機・目的は、暗いイメージ（葬式）
や悪いイメージ（オウム真理教など）を変えたい、気軽に立ち寄れるオープンな場所を作
りたい、仏教についてもっと知ってもらいたい、というものであった。始めたのは、彌光
庵が 1995 年である以外は、2000 年に入ってからであり、世間的にはオウム事件の記憶が
薄れ始め、スピリチュアル・ブームによって、霊的なものが明るく前向きに語られ始めた
頃である。 
外に開かれた取り組みを通して、僧侶たちはお寺にいただけでは出会えない人と出会う
ことができ、現代人のリアルな悩みを知ることができるようになった。そして、悩みを解
決できたときに、やりがいを感じているという。 
これらの取り組みに関心を持つ人々は、基本的には「老若男女」だという。しかし、話
を聞いて行くと、最近は女性が増えたとか、女性の方が 6〜7 割、寺に来るのは女性だと
いう答えもある。男女の偏りがないとはっきり答えているのは、中野坊主バーと彌光庵で、
両者に共通しているのは、政治的な話題についての会話がなされるということである。マ
スターのキャラクターや関心に左右されるところもあるようだ。筆者たちが、フィールド
ワークを通して感じたのは、若い女性と中年以降の男性が多いものの、若い男性と中年以
降の女性はほとんど見かけないということである。その理由は今ひとつ思い当たるところ
がなく、今後の課題と言えるだろう。法然院など地元に密着して、環境教育などに力を入
れているところでは、子どもとその母親が寺に集まっている可能性もある。 
全体として客は、僧侶への好奇心ではなく仏教そのものに関心を持っているようだ。こ
れはメディアの取り上げ方に反し、予想外のことである。単純にオープンスペースやバー
としての利用もあるが、悩み相談のニーズは多いようである。それに対して、僧侶たちは、
宗派色を出さないものの、自分の宗派の教義をもとに答えている。僧職男子に癒されナイ
トのフィールドワークを通して確認したのは、客は「仏教」には興味があるものの、「宗派」
の違いは意識していないということである。そのため、僧侶も信徒に接するときとは違い、
宗派色は表に出さない。しかし、「お勤め」の形式は明らかに宗派色を持ったものである。
外に開かれた取り組みをおこなう僧侶たちは他宗派に概ね寛容であり、他宗派の僧侶たち
と連携している。四谷坊主バーは浄土真宗のマスターが曹洞宗や真言宗の僧侶と協力しな
がら運営している。しかしながら、どちらかと言えば、外に開かれた取り組みに関わるの
は浄土真宗の僧侶が多い。浄土真宗は檀家制度に対しては支配と差別の制度として批判的
であり、イエの宗教として仏教をとらえるような葬式仏教にはもとから批判的であり、外
部に開かれた新しい取り組みに入って行く僧侶が出やすいのではないか。在家教団である
ということも、大きな要因であろう。 
「仏教ブーム」については、前から仏教への関心は高く、これまでも波があったという
意見が多い。このようなメディア中心のブームは、いつかは廃れるし、仏教の本質が伝わ
らないのではないかという懸念も見られた。とくに法然院の梶田さんのように京都から見
ると、今回の「仏教ブーム」は東京のマスコミと一部の僧侶が仕掛けたものであるように
見えるようだ。実際、私たちが参加した「僧職男子に癒されナイト」にはイベント自体に
画廊、TARIKI ECHO が関係するプロダクション、料理研究家など、僧侶以外の人々が関
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わっていた。 
しかし、それに関わっている僧侶らは、多少の逸脱はあるかもしれないが、仏教を伝え
る機会として利用しようという姿勢が顕著である。実際に僧侶と話をすると、「癒し」より
も「救い」が大事であるという説明もあった。また、ある僧侶は、「美坊主図鑑」という名
前は出版社が付けたものであり、取材時の説明からはもう少し真面目な本だと予想してい
たが、これも仏教に関心を持ってもらえるならよい、と述べていた。 
	 僧侶の側には、仏教の暗いイメージを払拭したいという思いがある。また暗いイメージ、
悪いイメージを持たれているのではないかという不安がある。そこから、彼らは外へ開か
れた取り組みに向かう。メディアはその取り組みを取り上げる際に、表面的な興味をあお
る傾向がある。ただ客観的に報道するだけでなく、プロデュースし、「ブーム」を作り上げ
ようとする面もある。 
	 このようなメディア情報をきっかけとして僧侶のイベントや店に関心を持ち、集まる人
は、実際に増えただろう。その一方で、もともと仏教の教えそのものに関心を持っている
人も集まっていることがわかった。ただ、にわかに好奇心で立ち寄った人も古くから関心
がある人も、どちらも僧侶にはカウンセラー的役割を期待している。地元の、あるいは自
分の家が所属している寺院の僧侶とは違い、僧侶の宗派はあまり気にせず、その場で悩み
を聞いてもらえればよいと思っているようである。そして、僧侶自身も宗派独特の教えを
前面に出そうとはせず、カウンセラー的に話を聞くようにしていた。 
	 この「仏教ブーム」が実体のあるブームなのか、それとも単なる「情報ブーム」なのか
は、ブームの仕掛け人、あるいはさなかにある僧侶を対象としたフィールドワークとイン
タビューだけでは明らかにならない。それは後のアンケート調査である程度、明らかにな
るであろう。（堀江・長谷） 
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浄土教系以外の動向についての補足──宗派・寺院単位での取り組み 
	 今回私たちがフィールドワーク調査をしたイベントやインタビューした僧侶たちのほと
んどが、浄土真宗・浄土宗出身であった。これはそのように意図したわけではなく、目立
った取り組みをしている僧侶にアプローチした結果、浄土教系に偏ったということである。
ここでは他宗派の取り組みについてメディア情報をもとに補足しておく。 
	 密教系の宗派である真言宗では、2012 年夏、丸の内で「高野山カフェ in 丸の内」を 10
日間限定でオープンしていた（高野山カフェ in 丸の内ハウス 2013）。これは 3 年連続 3
回目となる開催で、カフェ内では精進料理を提供している。また、写経体験や瞑想体験、
仏像講座、精進料理講座、僧侶に質問をしたり悩みを直接聞いてもらえたりするフリート
ーク「僧侶と語らナイト」、僧侶による声明ライブなど、さまざまな体験や僧侶との交流の
機会が用意された。期間中には約 7000人がカフェを訪れ、体験には 2～4時間待ちの行列、
クライマックスともいえる声明ライブには 300 人がつめかけるほどの盛況ぶりを見せた。
参加者の 8 割は女性で、年齢層は 30～40 代が中心だという（AERA 2012）。 
	 禅宗の曹洞宗の取り組みの代表例としては、青松寺の「ボーズ・ビ ・ーアンビシャス！！」
があげられる。これは若手僧侶が宗派を超えて語り合う活動で、20 代の若者達（僧侶、大
学生、会社員、医師）が中心となって企画し、仏教・寺院・僧侶にとっての様々な課題に
ついて、悩みや葛藤も含めて議論をかわす。毎回、全国各地から様々な宗派の僧侶が集ま
るという。この活動は、僧侶たちにとって自分自身をあらためて見つめる場となっており、
宗派を超えた僧侶同士の個人的なつながりも生まれているという（萬年山青松寺）。また、
JR 鶴見駅の駅ビルには曹洞宗建功寺の住職・枡野俊明が制作に携わった「禅カフェ」が
ある。ここでは、禅に関する書籍や行事の紹介をはじめ、坐禅やお茶、お花など、禅文化
や日本文化に触れる体験教室も定期的に開催している（タウンニュース 2012）。 
	 日蓮宗の代表的な取り組みとしては、池上本門寺の境内におけるコンサートやファッシ
ョンショーといった各種イベントの開催が挙げられる。これらの臨時イベント以外にも、
小学生が寺院での生活を体験する「一泊てらこや」や美輪明宏氏による人生相談会といっ
た催し（現在もおこなわれているかどうかは不明）が定期的におこなわれている。前者の
臨時イベントは寺院外の団体が企画し、本門寺は敷地のみを提供しているが、後者は本門
寺側が主体となって開催しているものである（日蓮宗池上本門寺 2013）。 
	 以上のように、浄土教系以外の宗派でも、「敷居が高い仏教」というイメージを払拭し、
若者に気軽に頼ってもらうことをねらいとした取り組みは多数おこなわれている。とくに
都心では、一般に参加を広く呼びかける参禅会はかなり古くからある。それらの参加者は、
勝林寺がそうであったように、今回見てきた浄土教系のイベント・店に比べると男性の比
率が高くなる。 
	 仮説ではあるが、浄土教系の僧侶たちは、こうした禅宗系の参禅会のようなわかりやす
い宗教的目的を持った一般向けの集会が開けていなかったこと、そして他の仏教宗派の葬
式仏教への批判意識などがあって、縛りのない自由で明るいコミュニケーションを売りと
する取り組みに向かったのではないだろうか。加えて、浄土教系以外の取り組みが宗派や
寺院を巻き込んだものであるのに対し、浄土教系の僧侶たちは一匹狼的な所があるのも違
いとして指摘できるだろう。（福田・堀江） 
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４	 聖心祭でのアンケート調査 
聖心祭での発表──来場者の強い関心 
	 2012 年 10 月 20 日、21 日の聖心祭（聖心女子大学の大学祭）で、私たち比較文化宗教
学ゼミの学生は「仏教ブームについて」と題して、本報告書で述べてきた調査について展
示・発表をおこなった。展示はパネルに写真と文章を貼って説明をし、関係書籍を机の上
に並べ、壁面にスライドショーを投影するというものであった。 
	 来場者にはアンケート用紙の記入をお願いしたのだが、152 名の人が回答してくれた。
記入をほとんど断られなかったことから、この 2 日間で 200 名近くの人が立ち寄ってくれ
たものと思われる。 
	 アンケートの詳しい結果については、次節で述べる。ここでは、発表を担当したゼミ生
の来場者から受けた印象、来場者との会話について報告する。来場者の属性は、男性が 62
名（平均 30.4 歳）、女性 87 名（平均 24.8 歳）であった。40.8%と 57.2%で男女の偏りは
それほど大きくはない。全体の平均年齢は 27.2 歳と若い。大学祭での調査であるため自然
なことと思われる。女子大の大学祭ではあるが、男性からの回答もそれなりに得られた。
女性の平均年齢が低いのは在学生が相当程度訪れたためであろう。この点が今回の調査の
バイアスであると言える。男性は在学生の知り合いが多いと想定され、女性よりも幅広い
年齢の人が来ていた。大学生の男性もいたが、そのなかに仏教系大学で将来僧侶になるべ
く勉強をしている人たちがいた。彼らは「自分たちの知らないことばかりで、こんな取り
組みをしている僧侶もいるのかと衝撃を受けた」と語っていた。 
	 マーケティング、人事関係など企業の方の姿も見られた。出版関係者も来ており、「今は
仏教関係の本は出せば売れる」と言っていた。普段の学生同士の会話では仏教の話は出て
こないので、仏教関係の本がそれほど売れているというのは、「ブーム」を調査したはずの
私たちにとっても意外な事実であった。 
一般の人で仏教ブームについて興味を持ち、質問をしてくる方は、中高年の女性がもっ
とも多かった。高齢者の方は男女ともに強い関心を持っていた。ほとんどの来客者が、説
明をすると、「坊主バーに行ってみたい」という感想を述べた。また展示していた『美坊主
図鑑』に興味を持つ人も多く、女子学生は「どの坊主がおすすめか」と質問してくる方が
多かった。興味本位ではあるが、僧侶個人に興味を持つ人が多かったように感じられた。
仏教に詳しい人からは家の宗教や宗派を聞かれることが多かった。 
学内の教員・職員・シスターが想像していた以上に関心を持ち、おもしろいと言ってい
た。カトリック系の聖心女子大学では仏教に触れる機会が滅多にないが、宗教に関心があ
る教職員やキリスト者にとっては、現代日本の他の宗教が変わったことをしているという
のが、気になるし、おもしろく感じられたのだろう。本学のカトリックのシスターたちも、
第二バチカン公会議以降は他宗教に寛容であり、その影響で学内関係者はおおむね宗教
的・精神的なものに広く関心を持っている。 
多くの来客者から質問されたのは「キリスト教の学校なのに仏教を取り上げてもよいの
か」、「何のゼミなのか」ということだった。これも意外性から来るおもしろさを感じた人
が多いということを意味するだろう。あるいは、仏教に関心を持つ一般の人々の多くは、
キリスト教に対して特殊で偏狭な宗教であるというイメージを持っているということなの
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かもしれない。 
また、私たちが仏教を熱心に信仰している人たちだと思った人もいた。社会現象として
の「仏教ブーム」、つまり信仰がなくても関心を持っている人たちが一定数いることと、仏
教への信仰と、それを社会現象として研究することとが違うということを、展示を見たあ
とでも区別して考えられなかった人が一定数いるということである。 
来客者との会話でとくに目立ったのが、｢ブームになっているとは知らなかった｣「本当
に仏教ブームなのか」という確認であった。イベントについてはインターネットよりもテ
レビ・雑誌などの「マス」なメディアを通じて知っている人が多かった。とはいえ、身近
なところで「ブーム」だと実感することはない。そのために、このような質問が出てきた
のだろう。（前田・堀江） 
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聖心祭来場者へのアンケート調査の結果 
	 ゼミ発表「仏教ブームについて」の来場者を対象としてアンケート調査をおこなった。
以下、葬式仏教のイメージ、僧侶の新しいイベント・取り組みについての見解、仏教への
関心と「ブーム」の認識、「ブーム」の背景と僧侶への悩み相談に分けて結果を考察したい
（質問項目と単純集計は、本節のあとに示す）。 
	 来場者の属性、バイアスはすでに述べたとおりである。以下の数字はそのようなバイア
スがあるということを前提として、意味を読み取っていかなければならない。 
 
葬式仏教への肯定的評価 
まず「葬式仏教という暗いイメージ」を持っているかどうかという質問には、「持って
いる」が 22.4％、「持っていない」が 48.0％、「どちらともいえない」が 28.2%だった。こ
のことから、来場者は、「仏教＝葬式仏教＝暗い」とは考えておらず、僧侶たちが危惧して
いるほど仏教に暗いイメージは持っていないことがわかる。この数字は大きな意味を持つ
だろう。なぜなら、葬式仏教からの脱却こそが僧侶たちの取り組みの出発点だったからで
ある。しかし、僧侶たちが取り組みを始めた 2000 年初頭に、もし同じ質問をしていたと
したら、もっと暗いイメージを持つという人が多かったかもしれない。そう考えた場合、
僧侶たちの取り組みが仏教のイメージを徐々に変えつつあるとも言える。 
	 葬式への参加は「参加したことがある」が 8 割だった。参加経験のある人のうち、「丁
寧で荘厳でありがたい感じがした」と答える人は過半数で、「儀礼的で中身がなく退屈だと
思った」と答えた人はその半数以下だった。このことから、「葬式仏教」を批判し、それか
ら脱却するための試みに取り組んでいる僧侶たちの前提とは食い違い、人々は僧侶による
葬式にある程度満足していると言える。しかし、「その他」の意見を見ると、葬式の印象は
僧侶によって大きく異なるということがわかる。「同じ宗派でも僧侶の人となりによる」と
いう的確な記述があり、実際、「親しみやすさ」、「安らぎ」、「思いやり」を感じたという人
もいれば、「遺族への配慮の欠如」を感じた人もいた。また、上記 2 つの選択肢に当ては
まらない意見として「儀礼的ではあったが、ありがたい存在」と書く人がいるかと思えば、
「儀礼的でしかなく、ありがたいとは思わなかった」と書く人もいる。「仏教についてわか
りやすく知ることができた」と教えそのものへの関心と法話への満足感を述べている人が
いる一方で、「法話は特になかった」と答えた人もいる。要するに、葬式は僧侶次第で、ま
ったく正反対の印象を参列者に与えうるということである。にもかかわらず、肯定的な回
答の方が上回っているということは、葬式に真摯に臨んでいる僧侶の方が、形式主義的な
僧侶よりも多いということを意味するだろう。そして、そのような姿勢こそが人々の僧侶
への信頼につながっており、信徒以外に向けた新しい取り組みが成功するのも、そのよう
な信頼が育まれてきたからではないだろうか。 
 
僧侶の新しいイベント・取り組みへの好感 
次に、「檀家・門徒以外の人々への必ずしも「宗教的」と言えないイベント・取り組み」
への関心についてたずねたところ、坊主バーへの関心が 6 割近くと高かった。前記の通り
来場者の感想にも「坊主バーに行きたい」という言葉が多く聞かれた。寺院などに比べる
と敷居が低く、足が向きやすいため、関心が高かったと考えられる。あるいは、展示自体
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において坊主バーの占める割合が多かったことが回答に影響したかもしれない。「どれにも
関心がない」と答えたのは 7.2％のみで、今回の来場者の多くがこれらのイベントに関心
を持ったことがわかる。イベント・取り組みへの評価は、「仏教を親しみやすくする良い試
みだと思う」という肯定的意見が圧倒的に多く 75.7%だった。 
僧侶主催のイベントや取り組みを知っていたのは 40.8％であった。だが、「仏教ブーム
である」という認識は顕著ではなかった。これらのイベントを知ったのは「テレビ」経由
が圧倒的に多かった。テレビの情報番組などが、2012 年の前半期に集中的に、これらの取
り組みを取り上げていたことが原因と思われる。次いで「口コミ」をあげた 6 人中 4 人が
女性、「雑誌」をあげた人の 5 人中 4 人が女性、「その他」の項目では 8 人中 7 人が女性と、
男女差が見られた。テレビは偶然に視聴することがあるが、その他の手段はある程度の関
心がなければ情報が入ってこないので、おそらく女性の方が、取り組みに注意を向けやす
いものと思われる。 
 
仏教への全般的関心と「ブーム」としての認識の薄さ 
仏教への関心は 4 割近くの人が「ある」と答え、「ない」人の 3 倍以上であった。しか
し、「どちらでもない」は 47.4%で「ある」人よりも多い。既存の世論調査で日本人の 7
割が「無宗教」だと答えることを考えると、仏教に関心を持っている人は意外に多いと言
えるのではないか。これは重要な知見であり、もっと大規模な無作為調査で確かめるべき
だろう。しかし、特定の宗派に関心があると断言する人は数人程度しかいなかった。関心
がある人の 8 割は特定の宗派ではなく「仏教全般」に関心があると答えている。本報告書
で取り上げている取り組みのほとんどが宗派色を出していないのも、こうした人々の関心
のあり方に対応しているためと言えるだろう。 
次に、「仏教ブーム」と呼べるほど関心が高まっていると言えるかについて聞いたとこ
ろ、「仏教ブームと呼べるほど仏教への関心が高まっているとは思えない」が 53.3%で過
半数を占めた。このような答えから、「仏教ブーム」とは一部の僧侶とメディアが仕掛けた
「仏教情報ブーム」でしかないと見ることもできる。ある程度仏教に関心がある来場者に
とってすら、社会現象としては実感がないということがわかる。しかし、これは現在の文
化現象ではよく起こることである。情報が流通することで、関心のある人が一極集中して、
これまでにない目立った現象が発生する。たとえば、オタク文化を支持する人の割合が低
くても、彼らがコミケに凝集することで、その異様な盛り上がりが可視化する。まして 4
割の人々が関心を持つと答える仏教の方が、集中すれば目立った現象となって現れるのは
当然である。 
しかしながら、来場者の仏教全般への関心はあくまで潜在的なもの──聞かれれば関心
があると答える程度──であり、そのために「ブーム」という形容に違和感を持っている
可能性もある。仏教とはオーセンティックな伝統であり、静かにひっそりと関心を持つべ
きものだという見解があるとしたら、「ブーム」としての取り上げ方は浅薄このうえないと
いうことになるだろう。仏教ブームは「本質的な部分への関心ではない」、「ごく一部の関
心」、「一時的な注目」であるといった回答は多く、「仏教への本質的な関心も同時にある」
と答えた人は 1 割程度だった。 
 
 28 
ブームの背景と僧侶への悩み相談──社会不安と生き方への問い 
「仏教ブーム」に関する見解を自由に記述してもらったところ、その背景についての推
測に興味深い記述が多数あった。総合すると、“普段は「無宗教」で通している日本人が、
昨今の不安定な社会状況のなかで、身近な仏教に心のよりどころを求めている”という推
測である。これは先ほどの潜在的関心説とも調和する見方である。もちろん、このような
推測は学問的に実証することは難しい。だが、僧侶へのインタビューにおいても、震災後
の人々の不安が話の背景にあると感じられており、主観的かつ社会的なリアリティとして
成立していると思われる。“科学偏重と科学不信の時代であるため、科学に代わる考え方に
よって不合理（理不尽）を受け入れるために、仏教や宗教の力が必要”という意見が数人
の人から書かれていたが、震災と原発事故を念頭に置いたものであろう。 
「僧侶への相談をしてみたいか」には「してみたい」が 50.7%、「そう思わない」が 46.1％
で結果がほぼ二分していた。だが詳しく見ると、男性では「してみたい」が 35.5%、「そ
う思わない」が 62.9％、女性は「してみたい」が 62.1%、「そう思わない」が 35.6%で、
男女でほぼ逆の傾向を示していた。女性の方が相談をしてみたいと思う人が多い。このこ
とが、コミュニケーション重視の取り組みで女性が多いことと関係しているのかもしれな
い。「どんなことを相談したいか」では「生き方について」が 42.1%と圧倒的に多く、次
は「仕事について」だが 11.2%しかない。他の選択肢はどれも 1 割に満たなかった。僧侶
には、具体的なアドバイスを求めるよりも、自分自身が判断するための指針を求めている
と言える。僧侶側もアドバイスより傾聴を基本とし、仏教的な教義を基本としつつも、そ
れを前面に押し出さないというスタイルにおいて共通していた。人々が相談に求めること
と、僧侶のカウンセラー的スタイルとが合致していると言えるだろう。 
（堀江・鳥居） 
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来場者アンケートの集計結果 
比較文化宗教学ゼミ	 聖心祭発表「仏教ブームについて」	 来場者アンケート 
	 ご来場ありがとうございました。お時間があれば、今後の研究のためにアンケートにご協力くだ
さい。（集計の数字はパーセント） 
 
	 展示で紹介した僧侶の多くが、「葬式仏教」の暗いイメージを払拭しようとして、檀家・門徒以
外の人々に開かれたイベント・取り組みを企画しています。それについてお伺いします。 
 
１	 あなたは仏教に対して「葬式仏教という暗いイメージ」をお持ちですか。 
持っている 22.4	 	 	 持っていない 48.0	 	 	 どちらとも言えない 28.2 
 
２	 檀家・門徒以外の人々への必ずしも「宗教的」と言えないイベント・取り組みで、あなたにと
って関心があるものにいくつでも○をつけてください。 
坊主バー58.6	 	 寺院付設のカフェ 35.5	 	 僧侶との飲食つき談話 31.6 
精進料理教室 25.7	 	 お寺でのコンサート 30.9	 	 どれにも関心がない 7.2 
 
３	 以上のようなイベント・取り組みをご存知でしたか。 
知っていた 40.8	 	 	 知らなかった 57.9 
 
４	 「知っていた」と答えた方は何を通じて知りましたか。 
テレビ 30.3	 	 雑誌 3.3	 	 本 3.3	 	 ネット 6.6	 	 口コミ 3.9 
その他（自由記述：寺院の告知以外は「口コミ」に当てはまるもの） 
 
５	 このようなイベント・取り組みについて、あなたのお考えに近いのはどれですか。 
仏教を親しみやすくする良い試みだと思う 75.7 
仏教である必要がなく、僧侶がやる意味はないと思う 2.0 
よく分からない 18.4 
 
６	 あなたは僧侶に悩みを相談してみたいと思いますか。 
思う 50.7	 	 	 思わない 46.1 
 
７	 思うと答えた方はどのような相談をしてみたいですか。いくつでも○をつけてください。 
仕事について 11.2	 	 家族との関係 7.2	 	 家族外の人間関係 7.9	 	 	 恋愛 7.9 
生き方 42.1	 	 葬儀やお墓について 7.2 
その他（自由記述：自分について、仏教一般について、など） 
 
８	 あなたは仏教式の葬式に参列したことがありますか。 
ある 80.3	 	 	 ない 19.1 
 
９	 「ある」と答えた人にお聞きします。葬儀での僧侶と法話の印象は総じてどのようなものでし
たか。 
丁寧で荘厳でありがたいという感じがした 52.5（葬式参列経験「ある」のなかでの割合） 
儀礼的で中身がなく退屈だと思った 23.8（葬式参列経験「ある」のなかでの割合） 
その他：プラス意見〜親しみやすさ、安らぎ、思いやりを感じた。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 儀礼的だが、ありがたい存在 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 仏教についてわかりやすく知ることができた 
	 	 	 	 	 	 	 マイナス意見〜遺族への配慮の欠如 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 儀礼的で、ありがたくなかった 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 法話は特になかった 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 正座がきつかった 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 中立意見〜同じ宗派でも僧侶の人となりによる 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 よく覚えていません 
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１０	 あなたは仏教に関心がありますか。 
ある 38.8	 	 ない 12.5	 	 どちらでもない 47.4 
 
１１	 あると答えた方にお聞きします。その関心は特定の宗派に対してですか。複数の宗派に対し
てですか。あるいは仏教全般に対してですか。 
特定の宗派→宗派の名前（曹洞宗 3 名、浄土宗、浄土真宗、真言宗、各 1 名） 
複数の宗派→宗派の名前（浄土真宗と創価学会、臨済宗と曹洞宗） 
仏教全般 81.4（関心「ある」のなかでの割合） 
その他（民俗学、全宗派の真理の共通点） 
 
１２	 「仏教ブーム」についてのあなたのお考えに近いものに一つだけ○をつけてください。 
「仏教ブーム」と呼べるほど仏教への関心が高まっている 17.1 
「仏教ブーム」と呼べるほど仏教への関心が高まっているとは思えない 53.3 
日本人において仏教への関心はずっと高い水準を保っている 8.6 
分からない 16.4 
 
１３	 「仏教ブーム」についてのあなたのお考えに近いものに、いくつでも○をつけてください。 
仮にブームがあるとしても、ごく一部の人が仏教に関心を持っているだけ 29.6 
仮にブームがあるとしても、一時的に人々の注目が集まっているだけ 23.7 
仮にブームがあるとしても、仏教の本質的な部分への関心ではない 37.5 
仮にブームがあるとしても、表面的なものだけでなく、仏教への本質的な関心も同時に
ある 13.8 
 
１４	 その他、「仏教ブーム」についてのあなたのお考えをお書きください。 
	 自由記述（上の選択肢と同じ内容のものは省く） 
仏教ブーム自体を知らなかった。本当に仏教ブームなのか疑問 
仏教を身近に感じるきっかけのひとつとしてはよい 
自分も関心があることを示すエピソード 
	 宿坊に泊まり、僧侶のお話に安らいだ。 
	 葬儀屋が様々な宗派のお坊さんとのカフェタイムを週１回企画していて良い 
かっこいいお坊さんがいることに驚いた。美神父様図鑑も見てみたい 
女性に人気があると知り、驚いた(修行や僧侶も男性のみのイメージだった) 
ブーム後について 
	 一部の人しか知らないので、広く宣伝する必要があると思う 
	 ブームで終わるなら、本当の魅力ではない。 
	 ブームが終わっても、この流れは続くだろう 
新興宗教の方が引きつける力はある。 
これを機にうさんくさい新興宗教がはびこったら嫌だ。 
スピリチュアル・ブームと同じ匂いがする 
ブームの背景について 
	 日本人は無神論者が多いので新鮮に感じるから 
	 元々、日本人の身近にあるものだから 
	 日本は無宗教と言われているけど本来は信心深い国民だから 
	 不況、世の中の不安定さで、悩みをかかえる人が多いから 
	 ｢よりかかりたい存在｣｢カリスマ的リーダー｣を求めているから 
科学偏重と科学不信の時代であるため、科学に代わる考え方によって 
	 不合理（理不尽）を受け入れるためには、仏教や宗教の力が必要 
 
１５	 展示についての感想をよろしかったらお書きください。 
	 自由記述：おもしろかった、分かりやすかったなどの好評価。坊主バーについての驚きが多数。 
 
１６	 あなたの性別と年齢をお書きください（無記名で機械的に処理します） 
 男 62 名（平均 30.4 歳）	 	 女 87 名（平均 24.8 歳） 
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結論 
調査の成果の確認──僧侶と一般の人々とのギャップと絡み合い 
	 私達は｢仏教ブーム｣について調べるため、｢僧職男子に癒されナイト｣に実際に参加した
り、実際にイベントを開いている僧侶、バーや飲食店を経営している僧侶にインタビュー
をしたり、京都でフィールドワーク調査をおこなったりした。また、うかがったお話やフ
ィールドワークについてまとめ、大学祭で展示をして、来場者に｢仏教・仏教ブームについ
てどう思っているのか｣についてアンケート調査をおこなった。 
	 結果、イベントや坊主バーやお寺に来る人は老若男女であると語る人が多いものの、若
い男性はほとんどおらず、立地によっては女性客が増えていることがわかった。僧侶はイ
ベントを開く動機・目的として仏教についてもっと知ってもらいたい、「仏教＝葬式仏教」
という暗いイメージを変えたいということを挙げていたが、｢来場者へのアンケート｣では、
「仏教＝葬式仏教」とは考えられておらず、暗いイメージも持たれていないというという
ことがわかった。坊主バー・飲食店やイベントについては、僧侶は仏教について知っても
らう場として捉えていることが多かった。来場者の方も、取り組み自体への印象は肯定的
な意見が圧倒的に多く、坊主バーに関しては｢行ってみたい｣という意見がとても多かった。
坊主バーや飲食店に関しては飲み食いという表面的な利用もあるが、僧侶によれば人生相
談や人間関係についての悩み相談のニーズが多いという。来場者からも｢僧侶への相談をし
てみたいか｣という質問に対して｢してみたい｣と答える人が過半数であり、僧侶にカウンセ
ラー的役割を期待しているという傾向が読み取れた。 
仏教ブームについては、僧侶からは、仏教への関心は前から高く、波があるだけという
意見があり、マスメディアの取り上げ方で仏教の本質が伝わらないものについては否定的
だが、うまく利用していこうという姿勢が見受けられた。一方来場者からは、｢本質的な部
分への関心ではない｣｢ごく一部の関心、一時的な注目なのでは｣という意見が多く、｢ブー
ム｣だと感じている人は少数だった。また、｢仏教はブームであるべきでなく、人々の心に
常にあるべき｣｢ブームで終わってしまうのではダメだ｣という否定的な意見もみられた。仏
教ブームが広がる背景について、僧侶からは、やはり大震災や社会を動かすような大きな
事件が起こったときに、支えとして仏教に関心が集まるという意見があった。来場者から
は、科学への不信、社会的不安定さ、人々の悩みの多さから仏教が必要とされているとい
う意見があった。 
僧侶と来場者の間では、仏教に対するイメージや仏教ブームへの感じ方については意見
がわかれるところもあるものの、坊主バー・飲食店やイベントに関してはどちらも肯定的
であり、僧侶が一般社会に開かれた活動をするのはよいことだと考えていることがわかっ
た。（前田） 
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先行研究との比較 
	 序論で取り上げた先行研究『がんばれ仏教！』への疑問に、私たちの調査はどの程度答
えられたであろうか。一つずつ考えてみたい。 
 
１）葬式仏教は本当に人々を救っていないのか 
（身のまわりでは葬式や僧侶の話に慰められた経験を聞く。死の問題は重要ではないのか） 
	 これについてはアンケート調査で明確な答えを得ることができた。人々は葬式仏教をそ
れほど悪くは思っていない。形式主義であることは理解しつつ、僧侶次第で安らぎや慰め
を感じ、死者を亡くした喪失感を癒している。しかし、それが上田の言う「救い」に当た
るかどうかは定かではない。そもそも人々は「救い」を求めているのだろうかという問い
が次に待ち受けている。また、これはあくまで僧侶次第なので、僧侶のなかには逆に参列
者に失望感、あるいはひどい場合は不快感を味わわせている方もいるようである。 
 
２）葬式仏教を批判しているのはとくに浄土教系の僧侶に偏っていないか 
（下調べでイベント僧が浄土教系に偏っていることもわかっている） 
	 これは率直に調査対象の偏りという難点を認めなければならない。私たちの調査でも、
とくに宗派を意識せずにアプローチしやすいものを調査対象としていったのだが、結果と
して浄土教系に偏ってしまった。しかしながら、あとから浄土教系以外の動向を探ったと
ころ、禅宗系は古くからの参禅会の延長で、一般の人向けの宗教活動を根強くおこなって
いるし、真言宗は「高野山カフェ」において、年一回ではあるが浄土教系の取り組みを網
羅したような取り組みをおこなっていた。しかも、これは僧侶個人の取り組みではない。 
	 あらためて網羅的に、信徒以外の一般向けの取り組み・イベントをリストアップして、
宗派の割合や特色、僧侶の葬式仏教批判の有無を確認する必要がある。しかし、それでも
葬式仏教批判とコミュニケーション重視型の取り組み・イベントは、浄土教系、とくに浄
土真宗に偏っているという結果になるのではないかと予想される。禅宗の参禅会、真言宗
の阿字観実修会は、明確な宗教的目的を持ち、寺院という場に一般の人を呼び込む形で以
前から存在し、近年も人を集めるようになっていた。それに対して、浄土教系はそのよう
な修行がないので、コミュニケーション重視で、教義を前面に出さない取り組みをおこな
ってきた。それが震災後、にわかに人々の関心を引くようになった。結果として、それが
「仏教ブーム」の端緒となったのである。 
 
３）イベントに参加する人々が求めているのは直接的な救済よりも心理的な癒しではない
か 
（「僧職男子に癒されナイト」など） 
	 これはフィールドワークとインタビューとアンケートのすべてにおいてはっきりと確認
された。人々は具体的で直接的な問題解決──現世利益──でもなく、最終的な宗教的救
済でもなく、傾聴による安心感と自分自身で問題解決をする際の生き方の指針を僧侶に求
めている。僧侶たちもそれはわかっている。最終的に目指すべきは救済であるが、茶と酒
を介した「癒し」とカウンセラー的態度によって仏教の教えへの入り口を示すだけでも、
旧来の葬式仏教よりはましだと考えているようである。 
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４）社会貢献の場合、物質的な意味で苦悩を解決することが目指されているようだが、仏
教はむしろ苦悩を受容する面の方が強いのではないか 
	 この問いは、本研究の範囲を超えている。上田が取り上げたり、また最近であれば稲場
圭信（2011）が積極的に取り上げたりしている宗教の社会貢献のイメージは、被災者やホ
ームレスや海外などの「弱者」に直接的で物質的な支援をするというものである。しかし
ながら、今回の調査でブームの担い手として浮かび上がってきたのは、“都会に住み、経済
的にも落ち着いて余裕があるものの、誰かに何かを傾聴してもらいたいと思っており、さ
りとて直接的なアドバイスを求めているわけではなく、仏教に根ざした生き方の指針を教
えてもらいたいと思っている”タイプの人たちである。彼らは仏教に現世利益を求めてい
るわけではない。むしろ、心理利益とでも言えるような心の安らぎや支えを仏教に求めて
いるのである。彼らは、葬式仏教からは死者を亡くした悲しみをそれなりに慰められてい
る。それによってすでに積み重ねられてきた信頼感から、仏教者に自分の抱えている不全
感を受け止めてもらいたい。このような人々にとっては、物質的な苦悩の解決よりも心理
的な苦悩の受容を助けてくれるものとして仏教が役に立つのだろう。しかし、このような
タイプの人たちがいるからといって、それだけで物質的な苦悩の解決に仏教者が向かうこ
とが仏教にとって「本質」ではないと決めつけることはできない。（堀江） 
 
仏教ブームの時代的・社会的な背景 
──私事化された伝統回帰、仏教のスピリチュアリティ化、震災の影響 
	 現代日本の宗教動向のなかに、「仏教ブーム」を位置づけるならば、それは私事化された
伝統回帰であり、既成仏教のスピリチュアリティ化ということができる。 
	 1995 年のオウム真理教事件以後、日本では目立った新宗教団体の発展は見られない。新
宗教や反社会的な小集団という意味での「カルト」への警戒感は強まり、その成長が抑え
られた感がある。2000 年以後は、江原啓之がメディアを中心に牽引したスピリチュアル・
ブームが人々の関心をひいた。これは江原個人のメディアでの露出を超えて、癒しフェア
やすぴこんなどの見本市への動員として目に見える形で現れ、ひとつの社会現象となった。
そのピークは 2007 年であったが、江原がマスメディアへの露出を控えたのちも、2009 年
から 2010 年にかけてはパワースポット・ブームが起こった。 
	 このような動きは、研究者らによって個人的スピリチュアリティの興隆としてとらえら
れている。目に見えないが感じられるもの、つまりスピリチュアルなものを身体的に感じ
ようとする実践ならびにそれへの信念で、既成宗教の権威主義を嫌い、個人本位で宗教文
化的資源を摂取するという態度が、その特徴である（堀江 2011）。これは日本だけの動き
ではなく、世俗化がある程度進んだ先進国でも起きていることで、島薗進が「新霊性運動」
あるいは「新しいスピリチュアリティ」として概括しているものである（島薗 2012）。 
	 この新しいスピリチュアリティは既成宗教からの離脱の動きでもあったのだが、近年の
目立った動向として島薗もあげているのが、既成宗教側とスピリチュアリティの相補性が
見直されているということである（島薗 2012：116）。従来の権威主義や形式主義を内側
から批判するが、同時に伝統的な宗教の蓄積を大事にし、その宗教の開祖や宗祖個人が本
来的に目指していた理想を、都市生活者を相手に追求しようという動きである。 
 34 
	 これは受け手の側からの既成宗教への接近とも合流する。先述のパワースポット・ブー
ムは最終的にはある種の「神社ブーム」に落ち着いた。これは自然のなかにスピリチュア
ルなものを見いだすアニミズムを、現代の神道が自分たちの特徴としてアピールしている
こと、境内が開かれており、観光の一種として参拝できることなどが、大きな要因であろ
う。それに加えて、従来のカルト批判の論者によって、スピリチュアル・ブームが霊感商
法（スピリチュアル商法）の温床になっているという批判が起こったことが、伝統回帰へ
のバネとなった（goo ニュース 2007）。既成宗教である神道なら、怪しいうさんくさいも
のではないという安心感があるからである。それは、90 年代から起きている日本国内の文
化的ナショナリズム、プチナショナリズムと言われる動向とも連動している。 
	 しかしながら、この時点では仏教はまだスピリチュアルに関心のあった層──とくに 30
代〜40 代の女性──を引きつけるには至っていなかった。この層のなかでもパワースポッ
ト神社にご利益を求めて足を運ぶような人たちは、自分たちが「宗教」的な行動をしてい
るという自覚が薄い。彼らにとって神道は「宗教」くさくない。逆に仏教は「宗教」に近
くて、敷居が高い。欧米で仏教がスピリチュアリティの重要な一翼を担っているのに対し
て、日本では仏教が既成宗教の代表格である。かつオウム真理教が仏教教団であったとい
うこともあり、2000 年代の日本のスピリチュアリティでは仏教の存在感は薄い。 
	 転換点となったのは、東日本大震災である。震災と原発事故は「癒し」として自然を愛
好してきた人々に少なからぬショックを与えたと思われる。むしろ、自然の脅威と破壊を
まざまざと見せつけられ、人があっけなく死んでしまう無常をどのように考えればよいか
が、日本人の精神的な課題となった。このことは、本調査でインタビューをした僧侶たち
が指摘するとおりである。被災地での仏教者の活躍も新聞などで取り上げられ、仏教への
期待感は高まったものと思われる。実際、本調査の過程では、「仏教関係の本は出版すれば
売れる」という証言があちこちから得られている。 
	 神道にせよ仏教にせよ、近年の伝統回帰は、地域共同体の核としての社寺への愛着では
ない。パワースポット神社は当初はネットの口コミで、やがてテレビや書籍の情報によっ
て、遠くから駆けつける「個人」が引き起こした現象であった（菅 2010）。同様に、本調
査で取り上げた仏教ブームも、特定の宗派の信徒が家と関わりのある寺院に集うという現
象ではない。宗派の別を気にせず、仏教全般に関心を寄せ、僧侶とじっくりコミュニケー
ションをとることのできるイベントに、やはりネットやテレビや書籍の情報を介して 30
代〜40 代の女性たちが群がるという現象なのである。したがって、今回の仏教ブームは、
「私事化された伝統回帰」として特徴づけることができるだろう。 
	 だが、震災前のパワースポット・ブーム、神社ブームと決定的に違うのは、現世利益重
視ではないということである。これも震災と原発事故と関係があるかもしれない。アンケ
ート調査にもあったように、科学への信頼感が失われたこの時代において、インスタント
な願いを叶え、物質的なご利益をもたらしてくれるものではなく、「生き方」を教えてほし
いというのが、人々の僧侶への要望なのである。このようなニーズに浄土教系の僧侶はう
まく応えられる可能性がある。法然院の梶田さんも述べていたように、イエの宗教という
よりも阿弥陀信仰を軸に据え、個人として仏に向き合い、修行よりもコミュニケーション
を重視するという取り組みが、震災後のスピリチュアルな人々のニーズにマッチしていた。
これが、2012 年の「仏教ブーム」を立ち上げたのである。（堀江） 
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共同研究を終えて 
今後の展望と課題 
本研究でインタビューをした浄土宗・浄土真宗系の僧侶たちは、皆これまでの仏教には
なかった革新的な取り組みをおこなっている。しかしその語りからは、葬式仏教として社
会に受け入れられている現状に疑問を持ち、むしろ仏教をもとあった姿に戻したいという
思いがうかがえた。仏教、さらに広く言えば宗教があるべき姿で社会に受け入れられてい
ないと思うからこそ、彼らはこれまでの仏教に向けられていたイメージを覆すような取り
組みをおこなっているのかもしれない。しかしここで興味深いのは、僧侶たちが考えてい
るほど、社会の人々は仏教に「葬式」や「暗い」といったイメージを持っていないという
ことだ。我々が実施した聖心祭来場者アンケートでは、仏教に対して否定的なイメージを
持っている人はかなり少数であった。僧侶たちは一般の人々が仏教に対して距離をおいて
いると考えがちだが、僧侶たちも一般の人々がもつイメージについて多少の誤解をしてい
るのではないだろうか。このように考えると、坊主バーや「僧職男子に癒されナイト」は、
僧侶と一般の人々がお互いの実際を知るという意味で、彼ら双方にとって非常に有意義な
場として機能しているのだろう。 
	 今回のインタビューやフィールドワークを通して、私たちが注目した「仏教ブーム」は
東京のマスコミから発信された一過性のものとして受け止められており、「ブーム」によっ
てのみ人々に仏教の本質が伝わることはないという共通認識が僧侶にも人々にもあること
が明らかになった。そのため、僧侶自身も、「ブーム」に対してはどこかで距離を置いてい
るようだ。それでも、「ブーム」は、これまで仏教に「暗い」とまではいかずとも「敷居が
高い」というイメージをもち、距離を置いていた人々と仏教とを出会わせるきっかけとし
ては十分に機能していると考えられる。いわゆる「ブームにのってくる」人々は、僧侶個
人よりも仏教の教え全般に興味をもっているということも調査から明らかになった。東京
のマスコミが放った「仏教ブーム」が終わった時にこそ、このような一般の人々に僧侶が
「仏教の本質」を伝えられるのかどうかが問われるのかもしれない。 
	 今後の課題として、インタビューやフィールドワークの対象が浄土宗・浄土真宗系に偏
ってしまったことが挙げられる。本調査がひとつのたたき台となって、他宗派で革新的な
取り組みをおこなう寺院や僧侶、また取り組みをおこなっていない僧侶などへの調査が進
めば、現代社会における仏教の先鋭的な動きがさらに鮮明に見えてくるだろう。（福田） 
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あとがき 
 
	 この共同研究は、指導教員である堀江が学生に一方的に課したものではない。共同研究
と聖心祭でのゼミ発表は全員の賛同がえられなければ着手しないということを、2012 年の
4 月の段階で堀江が明言し、ゼミ生全員が同意し、始めたものである。「仏教系のバー・カ
フェの調査」というのが当初のテーマだったが、これも堀江があえて席を外し、5 人のゼ
ミ生がブレーン・ストーミングをするなかで、自発的に選んだものである。それはメディ
アで「仏教ブーム」あるいは「坊主ブーム」という言葉が使われるようになる直前のタイ
ミングであった。京都への合宿と調査もゼミ生からの発案である。 
	 カトリック系の大学である聖心女子大学に所属する 5 人のゼミ生は全員がミッション系
高校出身であり、仏教の教義も歴史も知らないことばかりであった。僧侶に体当たりする
ようにして調査をする過程で、堀江の教示により基礎的な知識をあとから身につけたとい
う形である。調査に快くご協力くださった僧侶の方には厚くお礼を申し上げたい。人生経
験も知識も豊富な僧侶たちと接することで学生が得られたものは、単なる調査上のデータ
を得たという以上のものである。 
	 調査が終わり、報告書が仕上がる段階となってみると、「仏教ブーム」の全体像が見えて
きた。私たちゼミ生の時代感覚、流行への嗅覚は間違いないものであったということが確
信できた。2013 年に入ってすぐに就職活動に突入したため、報告書の最終的な仕上げは教
員である堀江によるところが大きい。だが、この共同研究で身につけたこと、つまり「宗
教にとくに現れている現代日本人の精神性に敬意を払いつつ、距離を置きながらそれを広
い視野で見つめ直すことで、今を生きる人間にとって何が大切なのかを主体的に考えてい
く姿勢」は、個人個人の卒業論文の執筆にも存分に生かされることだろう。 
 
2013 年 3 月 29 日 
 
堀江宗正、福田由紀子、前田悠喜、鳥居栞、橋口綾、長谷瞳 
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